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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-7 

 

 

 

 

 

 

（４）災害リスク等の分析 

① 洪水のリスク 
 

・想定最大規模（L2）の洪水 
一方で、想定最大規模（L2）の洪水では、河川沿いの浸水に加えて、

海岸線に沿って東西方向に浸水範囲が広がることが予想されます。特

に、三河塩津駅、蒲郡競艇場前駅周辺、三河三谷駅周辺においては面

的に広がっている状況です。 

上記の災害リスクが高い範囲では、計画規模（L1）と同様に要配慮

者施設が立地しているほか、住宅系建物が集積しています。 

なお、都市機能誘導区域・居住誘導区域においては、2階部分まで

浸水の影響が想定される浸水深が 3.0m を超えることは想定されてい

ない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）災害リスク等の分析 

① 洪水のリスク 

 

・想定最大規模（L2）の洪水 
一方で、想定最大規模（L2）の洪水では、河川沿いの浸水に加えて、

海岸線に沿って東西方向に浸水範囲が広がることが予想されます。特

に、三河塩津駅、蒲郡競艇場前駅周辺、三河三谷駅周辺においては面

的に広がっている状況です。 

上記の災害リスクが高い範囲では、要配慮者施設や避難施設が立地

しているほか、住宅系建物が集積しています。 

浸水深が 3.0ｍを超えると、一般的な 2階建て住宅に留まった場合

に身体に危険が及ぶ可能性が高まるとされています。居住誘導区域内

で、浸水深 3.0ｍ以上の区域は予想されていませんが、浸水深 0.5ｍ

以上の 1 階部分の床上浸水が発生するおそれがある区域が広範囲に

及んでいます。 

このうち、1階部分の床上浸水により垂直避難が困難となる平屋の

住宅系施設は、全体の約 6％となっています。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 高潮のリスク 

・伊勢湾台風規模・堤防等決壊なし（L1）の高潮 
発生確率が比較的高い規模として、伊勢湾台風規模・堤防等決壊

なし（L1）の高潮により、名鉄蒲郡線・JR 東海道本線南側の標高が

低いエリアにおける浸水が予想されます。 

特に、蒲郡駅、三河三谷駅の人口密度・生活利便性の高いエリア

や浜町の工業専用地域、土地区画整理事業が完了している蒲郡拾石

地区や施工中である蒲郡駅南地区等での浸水が予想されます。 

上記の災害リスクが高い範囲では、避難にあたり支援が必要な人が

利用する、医療施設、高齢者等福祉施設、子育て支援施設や住宅系建

物が集積しています。 

なお、都市機能誘導区域・居住誘導区域においては、2階部分まで

浸水の影響が想定される浸水深が 3.0m を超えることは予想されて

いない状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②高潮のリスク 

・伊勢湾台風規模・堤防等決壊なし（L1）の高潮 
発生確率が比較的高い規模として、伊勢湾台風規模・堤防等決壊

なし（L1）の高潮により、名鉄蒲郡線・JR 東海道本線南側の標高が

低いエリアにおける浸水が想定されます。 

特に、蒲郡駅、三河三谷駅の居住誘導区域や浜町の工業専用地域、

基盤が整っている区域での浸水が想定されます。 

上記の災害リスクが高い範囲では、避難にあたり支援が必要な人が

利用する、医療施設、高齢者等福祉施設、子育て支援施設、各種避

難施設が立地しているほか、低層の建物が集積しています。 

浸水深が 3.0ｍを超えると、一般的な 2階建て住宅に留まった場合

に身体に危険が及ぶ可能性が高まるとされています（Ｐ6-7 参照）。

居住誘導区域内で、浸水深 3.0ｍ以上の区域は想定されていません

が、浸水深 0.5ｍ以上の 1 階部分の床上浸水が発生するおそれがあ

る区域が広範囲に及んでいます。 

このうち、1階部分の床上浸水により垂直避難が困難となる平屋の

住宅系施設は、全体の約 6％となっています。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・室⼾台風規模・堤防等決壊あり（L2）の高潮 
室戸台風規模・堤防等決壊あり（L2）の高潮により、名鉄蒲郡沿

線・JR 東海道本線の南側における広い範囲での浸水が想定されま

す。 

特に、竹島町北側～三谷漁港等の北西側における一部の範囲では、

浸水深が 3.0m を超えることが想定されます。低層の建物や要支援者

が利用する施設が立地しており、大きな被害が発生する可能性が懸

念されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・室⼾台風規模・堤防等決壊あり（L2）の高潮 
室戸台風規模・堤防等決壊あり（L2）の高潮により、名鉄蒲郡沿

線・JR 東海道本線の南側における広い範囲での浸水が想定されま

す。 

特に、竹島町北側～三谷漁港等の北西側における一部の範囲では、

浸水深が 3.0m を超えることが想定されており、平屋や 2階建ての家

屋では垂直避難は困難であると考えられます。また、低層の建物や

要支援者が利用する施設が集積しているため、大きな被害が発生す

る可能性が懸念されます。 

このうち、1 階や 2 階部分の床上浸水により垂直避難が困難とな

る平屋や 2階建ての住宅系施設は、全体の約 14％となっています。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-27 
■⼟砂災害警戒区域（⻄浦駅、三河⿅島駅周辺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■⼟砂災害特別警戒区域および⼟砂災害警戒区域【ミクロ分析結果 1,2】 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-29 （２）課題の整理 

①本市の都市構造上の重要なエリアとして、中心拠点である蒲郡駅や

地域拠点の一つである三河三谷駅周辺では、洪水、高潮、津波とい

った多様な水害リスクがある状況です。 

特に、竹島ふ頭～竹島町北部～三谷漁港の一帯は高潮による影響が

大きく、一部箇所では浸水深が 3.0m を超えると想定されており、リ

スクへの対応が必要です。 

 

 

②上記以外の地域拠点では、洪水や高潮発生時に、名鉄蒲郡線・JR 東

海道本線の沿線から沿岸部にかけて床上浸水となる範囲が広く予想

されており、リスクへの対応が必要です。 

 

 

 

③津波のリスクについては限定的となっていますが、三谷漁港を中心

に、床上浸水が想定されており、リスクへの対応が必要です。 

 

④洪水のリスクがある拾石川や落合川、西田川、力川の沿川居住地

は、土地区画整理事業等により良好な居住環境が整備されている状

況であり、今後の人口密度の維持確保に向けて、リスクへの対応が

必要です。 

 

 

 

（２）課題の整理 

①本市の都市構造上の重要なエリアとして、中心拠点である蒲郡駅や

地域拠点の一つである三河三谷駅周辺では、洪水、高潮、津波とい

った多様な水害リスクがある状況です。 

特に、竹島ふ頭～竹島町北部～三谷漁港の一帯は高潮による影響が

大きく、屋外での避難行動が困難になると考えられます。一部箇所

では浸水深が 3.0m を超えると想定されることから、2階部分まで浸

水する可能性があります。 

 

②上記以外の地域拠点では、洪水や高潮発生時に、名鉄蒲郡線・JR 東

海道本線の沿線から沿岸部にかけて床上浸水となる範囲が広く想定

されています。一方で、各地区にある避難施設について浸水想定区

域内に立地している施設があり、状況によっては使用できない可能

性があります。 

 

③津波のリスクについて、浸水想定区域は限定的となっていますが、

三谷漁港を中心に、床上浸水が想定されています。 

 

④洪水のリスクについて、浸水が予想される拾石川や落合川、西田

川、力川の沿川居住地は、土地区画整理事業等により良好な居住環

境が整備されている状況です。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

⑤洪水のリスクに関して、家屋倒壊等氾濫想定区域が土地区画整理事

業により整備された住宅地内などに指定されています。また、住宅

等が連担している区域もあり、リスクへの対応について検討が必要

です。 

 

⑥各水害の浸水想定区域内に、医療施設、高齢者福祉施設、子育て支

援施設が立地しており、避難行動に対する適切な支援が必要です。 

 

⑦市街化区域内に土砂災害警戒区域が存在していることから、危険の

周知や警戒避難体制の構築等によるリスクの低減が必要です。 

 

⑧大規模盛土造成地については、滑動崩落に対する安全性の確認・確

保が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤洪水のリスクについて、家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）が土

地区画整理事業により整備された住宅地内などに指定されていま

す。 

 

 

⑥各水害の浸水想定区域内に、医療施設、高齢者福祉施設、子育て支

援施設が立地しています。 

 

⑦居住誘導区域において、土砂災害警戒区域が局所的に存在していま

す。また、土砂災害特別警戒区域に指定避難所が立地しています。 

 

⑧居住誘導区域において、大規模盛土造成地が数か所分布していま

す。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-30 

 

■主な課題位置図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主な課題位置図 
※課題位置図の拡大、文章・凡例の更新。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-31  
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-33 

6-34 

（３）災害リスクへの対策の方向性 
 

 

【洪水、高潮】 
 ・洪水、高潮による浸水が想定されている区域は、本市の中心拠点（蒲

郡駅）や地域拠点（各鉄道駅）に広がっており、生活利便性が高く、

将来的な都市の発展において重要なエリアであることから、居住誘

導区域からは除外せず、災害規模に応じた取組を講じて安全を確保

します。 

 ・計画規模（L1）の降雨による浸水に対しては、ハード・ソフトの一

体的な対策により、災害リスクを低減する取組を検討します。 

 

 

 ・想定最大規模（L2）の降雨による浸水や河岸侵食に対しては、抜本

的なハード対策を講じることは困難であるため、ソフト対策を中心

とした対策により災害リスクを低減する取組を検討します。特に、

2 階相当の浸水（浸水深 3.0ｍ以上）が想定されている一部箇所に

ついては、市民の生命・身体に危険が及ぶ可能性が高いことから、

重点的な取組を検討します。 

 

（３）災害リスクへの対策の方向性 
災害リスクが存在する区域について、分析結果や抽出された課題

を踏まえ、災害種別の対策の方向性を以下の通り設定します。 

【洪水（浸水・河岸侵食）、高潮】 
 ・洪水、高潮による浸水が想定されている区域は、本市の中心拠点（蒲

郡駅）や地域拠点（各鉄道駅）に広がっており、生活利便性が高く、

将来的な都市の発展において重要なエリアであることから、一部を

除いて居住誘導区域からは除外せず、災害規模に応じた取組を講じ

て安全を確保します。 

 ・計画規模（L1）の洪水、高潮による浸水に対しては、ハード・ソフ

トの一体的な対策により、災害リスクを低減する取組を検討しま

す。 

 

 ・想定最大規模（L2）の洪水、高潮による浸水に対しては、抜本的な

ハード対策を講じることは困難であるため、ソフト対策を中心とし

た対策により災害リスクを低減する取組を検討します。特に、浸水

範囲が面的に広がる地域や高潮による浸水で 2 階相当の浸水深

（3.0ｍ以上）が想定されている一部箇所については、市民の生命・

身体に危険が及ぶ可能性が高いことから、重点的な取組を検討しま

す。 

 ・想定最大規模（L2）の洪水による家屋等氾濫想定区域（河岸侵食）

に対しては、発生頻度は低いものの、発生した場合は家屋が倒壊や

流失する等の危険が特に高く、身体に著しい危害が及ぶことが懸念

されるため、居住誘導区域から除外します。 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 具体的な取組と進め方 

（１）防災・減災のための具体的な取組 
災害リスクへの対策の方向性や上位関連計画を踏まえて、各災害リ

スクを低減するための具体的な取組を整理します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

4 具体的な取組と進め方 

（１）防災・減災のための具体的な取組 
災害リスクへの対策の方向性や上位関連計画を踏まえて、各災害リ

スクを回避・低減するための具体的な取組を整理します。 

 

① 災害リスクの回避 
○災害リスクを踏まえた土地利用の見直し⇒洪水（河岸侵食） 津波 

土砂災害 

・住宅等の建築や開発行為等の規制がある土砂災害特別警戒区域

（急傾斜地の崩壊）（土石流）及び急傾斜地崩壊危険区域、災害時

に家屋が倒壊・流出する危険性が特に高い津波浸水深 2.0ｍ以上

の区域、家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）について、居住誘

導区域から除外 

 

○災害リスクを踏まえた立地誘導⇒洪水 高潮 津波 土砂災害 

・居住誘導区域外における届出制度の運用 

・県の開発許可基準に基づく、市街化調整区域における土砂災害特

別警戒区域等に存する建築物の移転に関する周知 

・災害ハザードエリアからの移転促進に関する国の支援制度の活用

や新たな支援の検討 

 

  
 

 

 



11 

頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

6-36 

 
b.ソフト対策 

○防災体制の強化 

・避難行動要支援者名簿の作成や活用、個別計画の策定の促進 

 

・自主防災組織と消防団との連携による地域の防災体制の強化 

 

・防災リーダーやボランティアコーディネーターの育成および支

援の推進 

・各防災関係機関との合同防災訓練、自主防災組織との避難所運営

の実施訓練等の推進 

・救命講習や防火防災啓発など、様々なイベントやツールを活用し

た消防団員の勧誘の実施 

・浸水被害や津波被害が生じる恐れがある地域における、既存のビ

ルや地形を生かした高台等の避難場所の確保 

・「拾石町防災計画」に続く、他地域における地区防災計画の作成

の推進 

 

 

 

○迅速な避難を促す情報伝達手段・伝達体制の構築 

・防災行政無線や防災行政ラジオ、蒲郡市安心ひろめーる（メール

配信サービス）を活用した緊急情報の確実な伝達の実施 

 

・多言語による災害情報の提供や災害時の避難所等での外国人対

応の促進 

b.ソフト対策 

○防災体制の強化 

・「避難行動要支援者名簿」や「避難行動要支援者個別計画」の活

用の促進 

・全総代区に設置される自主防災組織と消防団との連携による地

域の防災体制の強化 

・防災リーダーやボランティアコーディネーターの育成および支

援の推進 

・各防災関係機関との合同防災訓練、自主防災組織との避難所運営

の実施訓練等の推進 

・救命講習や防火防災啓発など、様々なイベントやツールを活用し

た消防団員の勧誘の実施 

・浸水被害や津波被害が生じる恐れがある地域における、既存のビ

ルや地形を生かした高台等の避難場所の確保 

・「拾石町防災計画」に続く、他地域における地区防災計画（地域

の自発的な防災活動計画）作成の推進 

 

 

 

○迅速な避難を促す情報伝達手段・伝達体制の構築 

・防災行政無線や防災行政ラジオ、蒲郡市安心ひろめーる（メール

配信サービス）、蒲郡市公式 LINE を活用した緊急情報の確実な

伝達の実施 

・多言語による災害情報の提供や災害時の避難所等での外国人対

応の促進 
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頁数 
（変更後） 変更前（第１回策定委員会提示資料） 変更後（今回提示資料） 

 
6-38 

 
（２）実施プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実施プログラム 

 


